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	令和8年9月号
	働くという未来への歩みに
	安心感と歓びを
	み　　　　 らい　　　    ふ

	未 来 歩 だ よ り
	一つの労務問題、そこにはいくつもの法違反が潜んでいるかも。
	先日「労働基準監督署による時間外労働削減の一律指導見直し」についての方針が公表されニュースでも話題になっていましたね。SNS等では、国が労働時間の指導を緩めるのでは、といった声もあったようですが、当然そのような趣旨ではありません。あくまで各社の実態を踏まえた上で健康管理措置等の実施確認を重視し、過労による健康障害の防止を強化するということになります。
	時間外労働に必要な36協定の重要性については過去の未来歩だよりでも取り上げたところですが、では、もし36協定の締結・届出を適切に行わずに残業をさせていた場合どうなるのでしょうか。その分の賃金さえ払っていればよいのでしょうか。答えはNOです。違法労働と賃金未払いは別問題であり、たとえ割増賃金を支払っても違法労働をさせた問題は残ったままですので、行政指導や罰則の対象になります。
	このように、労務管理の場面では一つの事実に対して複数の法律が絡み合い、何重にも問題が発生していることが多々あります。事実を多面的に捉え、複雑な労働法に沿って問題点を洗い出して解決していくことは、自社の力だけでは難しいのです。ぜひ未来歩にご相談ください！
	今月のひとこと
	代表　特定社会保険労務士
	　　　　　　　　 皆藤 歩
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